
議案第１５号

災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について

災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例を制定す

る。

よって、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９６条第１項

第１号の規定により、議会の議決を求める。

令和２年２月２１日提出

向日市長 安 田 守
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条例第 号

災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例

災害弔慰金の支給等に関する条例（昭和４９年条例第１６号）の

一部を次のように改正する。

目次中「第５章 補則（第１６条）」を

「第５章 補則（第１６条・第１７条）

附則 」に改める。

第１５条第３項を次のように改める。

３ 償還金の支払猶予、償還免除、報告等、一時償還及び違約金に

ついては、法第１３条、第１４条第１項及び第１６条並びに令第

８条、第９条及び第１２条の規定によるものとする。

第１６条を第１７条とし、第５章中同条の前に次の１条を加える。

（災害弔慰金等支給審査委員会の設置）

第１６条 市に、災害弔慰金及び災害障害見舞金の支給に関する事

項を調査審議するため、災害弔慰金等支給審査委員会（以下「支

給審査委員会」という。）を置く。

２ 支給審査委員会の委員は、医師、弁護士その他市長が必要と認

める者のうちから、市長が委嘱し、又は任命する。

３ 前項に定めるもののほか、支給審査委員会に関し必要な事項は、

市長が定める。

附 則

（施行期日）

１ この条例は、公布の日から施行する。
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（向日市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関す

る条例の一部改正）

２ 向日市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関す

る条例（昭和３７年条例第６号）の一部を次のように改正する。

別表中公務災害補償等審査会の委員の項の次に次のように加え

る。

災害弔慰金等支給審査委員会の委員長 日額 ９，０００円

同 委員 日額 ９，０００円
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〈参 考〉

災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例

新 旧 対 照 表

改 正 現 行

目次 目次

第１章～第４章 略 第１章～第４章 略

第５章 補則（第１６条・第１７条） 第５章 補則（第１６条）

附則

（償還等） （償還等）

第１５条 略 第１５条 略

２ 略 ２ 略

３ 償還金の支払猶予、償還免除、報告等、一時償還及び ３ 償還免除、一時償還、違約金及び償還金の支払猶予に

違約金については、法第１３条、第１４条第１項及び第 ついては、法第１３条第１項、令第８条から第１１条ま

１６条並びに令第８条、第９条及び第１２条の規定によ での規定によるものとする。

るものとする。

第５章 補則 第５章 補則

（災害弔慰金等支給審査委員会の設置）

第１６条 市に、災害弔慰金及び災害障害見舞金の支給に

関する事項を調査審議するため、災害弔慰金等支給審査

委員会（以下「支給審査委員会」という ）を置く。。

２ 支給審査委員会の委員は、医師、弁護士その他市長が

必要と認める者のうちから、市長が委嘱し、又は任命す

る。

３ 前項に定めるもののほか、支給審査委員会に関し必要

な事項は、市長が定める。

（規則への委任） （規則への委任）

第１７条 略 第１６条 略
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向日市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する

条例の一部改正（附則第２項関係）

新 旧 対 照 表

改 正 現 行

別表 別表
特別職の職員の報酬額表 特別職の職員の報酬額表

職名 報酬額 職名 報酬額

略 略

公務災害補償等審査会の会長 日額 9,000円 公務災害補償等審査会の会長 日額 9,000円

同 委員 日額 9,000円 同 委員 日額 9,000円

災害弔慰金等支給審査委員会の委員長 日額 9,000円 略

同 委員 日額 9,000円 備考 略

略

備考 略


